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交がどう結実していくのか。期待して見守りたい。 
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司会（坂東賢治企画委員・毎日外信部長） ただ

いまから、民間人からは初めてということで、中

国大使に就任されました丹羽宇一郎元伊藤忠会

長の記者会見を始めさせていただきたいと思い

ます。 

大使、お忙しいところ日本記者クラブのためお

時間を割いていただきありがとうございます。こ

の会見の直前には各社の論説委員とも懇談され

たようですが、月末には北京に向かわれるという

ことです。実は、1978年 10 月 25 日の鄧小平会見

以来、中国の歴代の指導者もここで記者会見をし

てきた歴史もありますが、大使のほうからまず 30

分ほどお話をしていただいて、その後、質疑応答

に移りたいと思います。それでは、大使、お願い

いたします。 

 

丹羽大使 きょうはこういう機会をいただきま

してありがとうございます。 

私が天皇の認証式を終えましてから、各方面か

らいろいろなご意見をいただいております。おの

おの極めてごもっともな、お立場お立場によるお

考えでございます。反省すべきは反省し、私もや

るべきことに取り入れさせていただきたいとい

うご意見もたくさんございました。 

 

なぜ大使を引き受けたのか 

 

最初に、どうしてこんなばかな仕事を、この年

齢で引き受けたのかという質問が結構多うござ

いますので、この辺からお話をしていきたいなと

思うわけです。こういう話をします。すぐいろい

ろ勝手に解釈されて、我が意に沿わない記事が出

ることがございますが、そのリスクをとりながら

お話をしようと思います。 

確かに私自身の余命幾ばくもない命を考えま

すと、金もいりませんし、名誉もいりません。特

にこれからの計算できる余命を考えたときに、自

分のために生きるのか、家族のために最後ゆっく

り過ごすのか、社会のために何かＮＰＯとかいろ

いろなことをやるのか、あるいは国のために何か

やるのかということを、岡田大臣、当時の鳩山総

理からお話をいただいたときに考えたわけであ

ります。 

正直いって、人間というのはいつまでたっても

生臭いものでございます。自分のこともかなり考

えたわけでありますが、これは皆さん本当かとお

っしゃるかもしれませんが、やはり国のために命

をささげるんだ、と。これが死に際、非常にすが

すがしく死ねるのではないかという決断をした

わけであります。 

それをどのように解釈されようと勝手なこと

でございますから、どうぞご自由に解釈をしてい

ただければよろしい。しかし、私の思いが、そこ

まで強いということだけははっきり申しあげて

おきたい。したがって、一つの企業とか、一つの

団体とか、そんなことはみじんも考える余地はご

ざいません。それほど真剣なものでございます。

そうでなければ、給料は低い、いろんな制約はあ

る、こんな仕事は受けられないということであり

ます。その辺の覚悟はそんじょそこらのものでは

ない。さもなくんば、この席にも座っておりませ

んし、そのほうがずっと気楽に私の余生を送るこ

とができるわけでございます。ということを、ま

ず最初に申しあげておきたいと思います。 

さて、それでは、特に日中関係をどう思うかと

いうことでございます。私は前から思っておりま

したけれども、隣人、隣国とのつき合いというの

は、10 年、20 年、100 年の問題ではない。1000

年、2000 年続くものであります。嫌だからといっ

て住所変更はできません。どうも嫌なやつだとハ

ワイへ日本国を移そうといったって、それは無理

でございます。中国側が日本人は嫌なやつだから

中近東へ移りたいといったって、それは移れませ

ん。日本も中国も、1000 年、2000 年、これから

隣人として生きていかなければいけない。 

では、どうやって生きていくのか。お互いに殴

り合いながら 1000 年生きられますか。お互いに

嫌なやつだと思いながら1000年生きられますか。

生きられませんね。やはり仲よくやるにこしたこ

とはない。過去、中国と日本の歴史をみたって、

戦争もありました。いいこともあるが、山谷幾つ

もあります。これからもあるでしょう。 
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いざこざでの被害者は両国民 

 

しかし、考えてみれば、いざこざが起きてだれ

が損したか。国民です。一般の国民が一番被害を

受けました。何かあったときに、そういうリーダ

ーのいざこざということで、罪のない国民の皆さ

んに、また将来も被害を与えるというようなこと

があってはいけない。つまり、仲よくやらなけれ

ばいけないのだ、1000 年、2000 年を視野に入れ

て仲よくやらなければいけない。 

一時的ないざこざはこれからもあります。もう

現にたくさん出ています。こういうことを私は考

えまして、やはり日中がこれから本当に両国民に

大きな被害を与えないで、安心しておつき合いで

きるような外交というものを、やる必要があるの

ではないかと思っております。 

さて、そうはいっても、おのおのの｢愛国｣とい

うものがございますから、利害の衝突というのは

当然あるわけであります。ですから、私の言葉は

「愛国親中」であります。 

くれぐれも「心中」と書かないようにお願いし

たい。親しい中国で、心中ではありません。あし

たの見出しで「愛国心中」と書かれないようにひ

とつお願いしたいと思います。 

「愛国親中」でいく。中国もおそらく愛国親日。

韓国も愛国親日でしょう。あるいはアメリカとも

愛国親米という精神で、これからお互いが外交す

る必要がある。愛国であることにはどの国も間違

いがないことだと思います。したがいまして、愛

国の問題でいろいろの利害調整が必要になるか

と思います。 

外交は 3 つの原則があると思っています。1 つ

は国益、国というものの利益であります。2 つ目

は各関係国の利害の調整力というものが外交力

になると思います。3 つ目、これが非常に大事で

ありますが、国のディグニティー（品格）という

ものがあると思います。 

それはどういうことかと申しあげますと、腕力

がある、お金もあるという人が、腕力もない、お

金もないけれども周囲からリスペクトされてい

る人というのが，世の中にはたくさんおられます。

国も同じであります。軍事力はある、経済力もあ

る。しかし、ディグニティーというものは外交に

も非常に大事なものであります。あるいは世界の

中でどのようにリスペクトされるかということ

が、その発言の重み、あるいは交渉力において大

きな力を発揮するものだと思います。 

さて、日本はそういう目でみたときに、これか

ら日中関係をどう考えるか。1 つは、軍事力にお

いては、中国は 21 年間、毎年 10％ずつ軍事費を

ふやしてきております。2010年はたまたま 7.5％

に落ちました。防衛白書も出しました。しかしな

がら、実際の軍事費は、一般にいわれております

のは、発表の 2倍か 3倍はあるだろう、と。透明

度が非常に低いといわれておりますけれども、い

ずれにしても、軍事力においては、日本をはるか

に上回るものになりつつあります。 

また経済力においては、日本 2％、中国 8％と

いう成長が続くとするならば、このさき 10 年間

でＧＤＰは中国は日本の2倍になるであろうとい

うふうに、計算の問題でありますが、いわれてい

ます。日本の 2％はやや難しいかもしれませんけ

れども、そういう姿になるだろう。 

つまり、軍事力においても、経済力においても、

圧倒的な大国が出現するということであります。

その中で、先ほど申しあげた外交として、日本の

立場はどうなんだ、となる。これは明らかに最後

のディグニティー、世界からリスペクトされるよ

うな国家であり、国民でなければいけない。それ

がおそらく日本が外交をするうえにおいて、最も

重要なポイントではないかと思います。これから

日本がどのように生きていくかという意味にお

いても、最も重要なポイントではないかと思いま

す。 

最近、私、思っておりますのですが、現在の政

権も、政治も、経済においても、あまりにも暗い

反省が多い。明るい反省がほとんどない。こうい

うことをやらないと日本の国は沈没するよ。こう

いうことだとギリシャのようになるよ。こういう

ことをやらないと財政は破綻するよ。こういうこ

とをやらないと人口減少は乗り越えられないよ。

全部否定的な反省です。 
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信頼を得て尊敬されるように 

 

明るい反省とは、これをやればこういう国にな

るよ。いままでやっていないけど、こういうこと

をやるとこういう国になるよ、こういう日本にな

るよ。こういう思考が全く経済界を含めてゼロに

近い。こういう国であってはいけない。日本を一

体どういう国にしたいのか。 

それには申しあげたように、世界の中における

日本というものを考えなければいけません。そう

すれば、軍事力はたいしたことないですね。経済

力も大国が出現してきますね。政治力は一体どう

でしょうか。信頼、信なくして国立たず。世界の

中において、どれだけ日本が信頼を得て、リスペ

クトされるような国であるか。これがこれからの

日本の生きる姿だと思います。 

そういうことを考えますと、いまの日本は全く

3 つとも、政治も経済も沈んでいく方向に動いて

いるのではないか。ですから、もう少しこれをや

ったらこうなるよ、ということをいうべきではな

いのか、ということを総理にも申しあげるつもり

でおります。今週末に私は出発するわけですが、

その前に総理には必ずこれは申しあげたい。 

つまり、日本のこれからの生きざまというのは

どこにあるんだ。それには、世界から尊敬される、

世界から一目置かれるようなフィロソフィーを

持ったリーダーであること、価値観を持ったリー

ダーであること。そして、信頼を得るためには、

少なくとも裏切らない。いったことはきちんとや

る。それが長い積み重ねのうえで信頼になるわけ

であります。 

そういうことを考えますと、これまでの日本は

全く逆の方向に行っているのではないか。つまり、

リーダーが数カ月でかわるとか、1 年で 2 人かわ

るとか。これでは信頼のシの字も出ません。よそ

の国の首相が 4 カ月、5 カ月でかわって、だれが

その人のいうことを信頼しますか。レームダック

です。おそらく世界の各国から信頼を得られませ

ん。どんな立派なことをいまの総理がおっしゃっ

ても、信頼を得るには至らないと思います。信頼

を得るためには、やはり少なくとも数年間、世界

のリーダーとおつき合いをして、なるほどこの人

のいうことは筋が通っていて、そして、いったこ

とは全部でなくてもかなり実行するな、と。そこ

で初めて発言に信頼が出るわけでありますから、

そういう意味においても、政治力もつけていく必

要があるだろうと思います。 

 以上のことを考えますと、これからの日中の外

交の姿というのが当然のごとくみえてまいりま

す。それは政治のリーダーにとっても、経済界の

皆さんにとっても、明るい反省をしながら、そし

て、世界の信頼を得るような仕事をする必要があ

るだろう。ということを考えますと、これからの

中国の大使として、何をやらなければいけないか

ということがみえてくるわけであります。 

そして、この日中の信頼を得るための一番のベ

ースは何か。それは両国民の交流です。両国民が

いかに幅広く交流をしていくか。そして、中国の

国民に日本をどれほど理解していただけるか。そ

してまた、日本の国民が中国の国民へのいかに理

解を深めていけるか、ということがポイントであ

ります。ですから、私が第一にやらなければいけ

ないことは、日本と中国の両国民の草の根的な交

流を深めることです。それはビジュアルな形でな

ければいけません。形而上的な哲学で話をしても、

両国民の理解を得ることは非常に難しい。 

目にみえる形での日本の文化と中国の文化の

交流。日本のスポーツと中国のスポーツ、あるい

はアニメを初めとしたソフト、もう少し深い文化

の交流ということも必要であります。 

これはやはり 1000 年、2000 年にわたって中国

から入ってきた文化というものが、中国では消え

てしまったけれども、日本が営々として続けて発

展させ、保有している文化というのがあります。

そういうものを中国の国民にも知らせるという

ようなことをやるとか。私はあちこちでいってお

りますが、大相撲をやろうやとか。あるいは野球

のリーグをつくろうよとか。書道の交流会をやろ

うとか。アニメの問題についてもそういうことを

やろうとか。上海万博で谷村新司の「昴」が大変

に人気を呼んでいるようでありますが、「30 年ぐ

らい前の歌がいまごろ？ それほど交流が途絶

えているんですか」ということをいったわけであ

ります。 
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先般も天皇・皇后両陛下にお会いしてお話をし

たんですが、私は大使としてまずできるだけ中国

国内を歩きたい。日本人に会ったことがない、日

本人の顔もみたことない中国人がいっぱいおら

れます。皆さんがお会いになる中国の人はみんな

お金持ちです。そして、みんな教育を受けた方で

す。日本へ来た方はみんな日本が好きになってお

帰りになると、中国の方から聞いております。し

かし、多くの内陸部の中国人は日本人にほとんど

会ったことがない。日本人も知らない。 

そういう人に、日本というのは、中国の歴史教

科書に書いてある日本人と違うよということを

――私は中国の歴史教科書を読んでいますから、

そういう日本人ではないのだということを。私が

足を使ってあちこちで、日本の国民、あるいは日

本の文化というものを知らせていくということ

が非常に大事だろう。そして、我々日本国民も中

国の文化をもっと深く理解をする。そういうとこ

ろから、本当のトップ同士の外交も地に足がつい

たものになるだろうと思っております。 

2 つ目。もっと大きな問題は、日本がいまのま

まいきますと、本当にいろいろな障害が出てきま

す。これをやれ、あれをやれといいますけれども、

日本の国がどうなるかというのは、やはり巨大な

市場があるわけですから、そことの関係で考える

べきです。日本がＦＴＡといいますと、すぐ国内

の農業関係者から大反発を受けるわけでありま

す。ＦＴＡの研究は 10 年間、進んでおります。

勉強ばかりしております。試験は受けたことがご

ざいません。試験を受けない勉強を続けておるわ

けであります。もういいかげんにしなさい。試験

を受けようではないか。一歩でも前進できること

をしようではないか。それが試験であります。 

 

ＦＴＡで巨大市場との連関を 

 

できるだけ早急に、この巨大市場を日本の市場

の一つだと思えるような関係にしなければいけ

ない。韓国も入って、北東アジアの巨大な市場に

日本も参加しなければいけません。中国はＡＳＥ

ＡＮとも 1 月からＦＴＡの実行に入っています。

両岸政策で台湾と中国も始まりました。韓国と中

国もいま、協議が始まっております。 

さて、日本はどこともできていないのです。こ

れで本当にいいだろうか。本当にこの大きな市場

に日本は入れるだろうか。入れる入れないではな

いのです。1000 年、2000 年、隣国として一緒に

生活するわけですから、中国人も韓国人も日本人

ももうないでしょう。そういう中で、大使として

は一刻も早くＦＴＡの、あるいはＦＴＡに近づく

ような経済的な交流を進めなければいけません。 

中国経済が失墜して、日本の経済が成長すると

いうことは金輪際あり得ません。この 20 年間を

みますと、中国への日本の輸出は、20年前は2.2％

でした。いま、22％ぐらいになっています。もう

10 倍です。アメリカ向けの輸出は、20 年前は 30％

でした。いまは 15％になっています。半分です。

これだけ巨大な市場がさらに拡大をするという

ことを考えれば、もう選択の余地はないのだとい

うことです。我々も中国の経済成長とともに成長

していく必要があります。 

政治と経済はデカップリングではありません。

「政冷経熱」という言葉がございました。経済は

熱しているけれども、政治は冷えているのだ、と。

しかし、これからはグローバリゼーション、情報

革命の中でそういうことはないと思います。「政

熱経熱」「政冷経冷」であります。もし経済のい

ろいろな戦いがあるとすれば、政治の面にも大き

な影響を及ぼすものと思います。 

そういうことで、2 つ目はやはり草の根交流と

同時に、経済の連携を一層強めていくということ

が、大使としても大きな仕事だろうと思います。

大使の力でできることには限界がありますけれ

ども、少なくとも政権与党にはそれを実行してい

ただくように強く働きかけていくというのが、私

の仕事だと思います。 

また、安全保障の面につきましては、北朝鮮の

問題、東シナ海の問題、あるいは北東アジアのさ

まざまな問題があると思います。核の問題につき

ましても、中国だけではなくて、核保有国には核

の削減について透明度を持った発言、行動をお願

いしたい。 

中国も、昔の中国とはもう立場が違う。世界の

大国としての自覚を持ってもらう必要がある。人
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権問題も含めて、世界の経済、世界の政治に大き

な影響を及ぼすほどの大国になったのですから、

中国の首脳には世界全体への影響を考えて発言、

行動をしていただく。そのように私は中国にお邪

魔したとき、首脳に会って申しあげるつもりであ

ります。 

いままでとは違うのですよ、と。それだけの重

み、責任があるのです。したがって、東シナ海の

問題についても、ただ単に東シナ海だけにはとど

まりません。東シナ海に波風が立てば、北東アジ

ア全域に波風が立つ。それはひいては世界全体の

平和と安定に傷をつける、あるいは波風を立てる

ことになるでしょう。これからは大国としての中

国の言動というものに、注目していく必要がある

かと思っております。 

 

省益でなく国益のために 

 

さて、大使を引き受けるに当たりまして、この

1 カ月近く、外務省の方々といろいろ勉強をした

り、お話を承ってまいりました。まだ大使館には

行っておりませんけれども、外務省の方々を拝見

して、やはり国民がもう少し官僚の方々を理解し

てあげなければいけないな、と思っています。 

決して、私が、いまやそちら側に立ったからい

っているわけではございませんけれども、少なく

ともとんでもなく働きます。非常に能率よく働い

ておられるかどうか知りませんけれども、そんな

ことありませんね。それから、能力的にももちろ

ん大変立派であります。私は民間におりましたか

ら、よくわかります。残業代もほとんどゼロです

ね。予算がありますから、残業をたくさんだれか

がやると、配分がどんどん減るのです。予算の上

限がありますから。だから、ほとんどの人が残業

代なしで、朝の 2 時、3 時までやっているんです

よ。何でそんなにやらなければいけないの？ 本

当に必要なの？ それが私の疑問ですけれども、

それはまだ調べておりません。 

しかしながら、それは非常に問題があると思う

のです。これからの行政を進めるうえにおいて、

そんなことをして、ろくなアイデアなり何なりは

出てこないと思いますね。やはり労働の再生産が

できるぐらいの気力なり勉強なりをさせなけれ

ばいけない。それが一つ。 

もう一つは、これはぜひ私は直したいと思いま

すが、大使館の中もそのようであります。あるい

は、外務省の中も官僚全体がそうでありますが、

国益ではなくて省益のために働いている。本当に

残念ですけれども、それはどうしても、私は微々

たる力ですけれども、やはり民間から行った者と

して直さなければいけない。これは総理にも申し

あげようと思います。ほとんどの官僚の皆さんは

大変優秀です。ただし、すべてが省益、ほとんど

が省益です。省のために頑張っておられます。そ

うではないでしょう。国のためではないでしょう

か。その志なくして、残業代なしで省益だけに働

いたのでは、それはいくら何でも能力の発揮とい

う意味でもったいないですね。それはぜひ大使と

して、内側の改革として、私は何らかの貢献をし

なければいけないと思っております。 

いずれにいたしましても、私の覚悟は国のため、

その一点に尽きます。もしそれに誤りがあるよう

であれば、即刻辞職をさせていただきたい。つま

り、私はそういう意味で、金も名誉も何もいりま

せん。したがって、いざというときはいつでもお

っしゃってくださいというふうに、さっき論説委

員の方に申しあげました。私の覚悟は、皆さんは

そのようなくだらない質問をされるけれども、私

の覚悟はそんなものではない。論説委員がそうい

うくだらん質問をしていいのか。（笑）だから、

メディアは悪くなるんだ、と。私はそれほどの覚

悟で受けているのに、君たちの質問は何だこれは、

と。 

これは暗い反省と一緒で、人の足を引っ張るこ

とに喜びを感じているのか。まるでいまの政局と

一緒ではないか。そうではないでしょう。明るい

反省をして、こういうふうにやってください、と。

同じ言葉でもそういうべきである。そうではなく

て、こんなことやるんじゃないのと、そうやって

足を引っ張る。引っ張る気持ちがあるかどうかは

知りませんよ。しかし、そういうことは国を挙げ

てやめるべきだと思います。 

このところ、論説委員の方だけではないですよ、

政治も経済も全部――日本人は暗くなりました。

もっと明るく、こういう国にしたい。こういうこ
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とをやってほしい。大使としてこういうふうにや

ってほしい。この後の質問はそのようにお願いし

たい。（笑）大変失礼いたしました。（拍手） 

 

質疑応答 

 

司会 どうもありがとうございました。非常に固

い決意とともに、メディアに対しても厳しいご意

見をいただきましたけれども、質疑のほうは淡々

と進めていきたいと思います。 

司会のほうから最初に質問を一つさせていた

だきます。これから交渉相手となる中国政府とい

うと、なかなかタフネゴシエーターでもあると思

うのですけれども、一方で中国というのはなかな

か先が読みにくい国だといわれてきました。その

中で 20 年近く高い経済成長をしてきたわけです

けれども、経済人として中国のリーダーの方々と

も交流があると思いますが、いまの中国共産党政

権について、どのような評価をされていますか。

それから、信頼に足る交渉相手であるというふう

にお考えでしょうか。 

 

丹羽大使 もちろんこれはお互いの信頼関係な

くして本当の話し合いというのはできません。し

たがって、私はお会いする前から、どうも信頼で

きないな、なんていうことは金輪際ありません。

やはり最初から信頼を前提に話し合いをしなけ

ればいけません。本当の信頼というものは、さっ

き申しあげたように時間がかかります。本当にこ

の男がフィロソフィーを持って、価値観もしっか

りしているかどうか、お互いが試し合うと思いま

す。それには時間の経過が必要であります。 

なるほどこいつはああいったけれども、本当に

一生懸命、中国国民のためにも日本の国民のため

にもやっているな、と。相手のいうことを唯々

諾々と聞くということが尊敬を集めるものでは

ないと思います。やはりノーはノー、イエスはイ

エスと、一つのフィロソフィーなり価値観を持っ

て、はっきりいえる人が本当に信頼を得るものと

思います。 

したがって、いろいろな意味で、当然、利害の衝

突がございましょう。しかしながら、いうべきこ

とはきちんという。それが彼らの信頼を得、尊敬

を集めることになると思います。中国の要人の方

にもそういう形で接したいと思っています。 

過去、私も中国を何十回訪問したのか忘れるほ

ど行っておりますけれども、この姿勢は民間とい

えども崩したことはございません。ノーはノー、

イエスはイエス、やってほしいことは、これはや

ってほしい、と。おたくの農産物はいろいろごち

ゃごちゃあって信頼に足りない。したがって、こ

れをやるためにはこういうふうにやってもらわ

なければ困る。そんなふうに私はいつも明るい反

省です。こういうふうにやってくれ、と。これを

やらないとこうなる、もっと悪くなるよというの

ではなくて、こういうふうにやってくれ、そうし

たら一緒にもっとやろうではないか。こういうこ

とでこれからもやっていきたい。 

したがって、安全保障の面においては、当然の

ことながらいろいろな問題がございます。ただ、

いままでの皆さんの質問の中で、質問される前に

ちょっとお答えしておきますけれども、アメリカ

と中国はかなり急接近をして、日本をパッシング、

通り越していろいろなことをしておられるので

はないのかという話がありました。日米関係が弱

まるのではないか。そんなことは金輪際ないと思

います。それは駐日アメリカ大使とも先般お会い

して、そういう話もいたしましたけれども、日本

とアメリカの同盟関係は、注目をせざるを得ない

大国、中国との接近とは質的に違います。したが

って、正三角形とおっしゃいますけれども、正か

どうかは知りませんが、多少ゆがんだ三角形であ

ろうとなかろうと、日中の間が強固な関係になる

ためには、日米の間もしっかりとした関係を続け

ていただく必要があるということであります。決

してその意味で、安全保障の面でも心配をする必

要はないと思っています。 

 

清水美和（東京新聞） 大使が論説の委員の質問

について批判をされたので、中身について改めて

会場の皆さまにご説明かたがた質問します。私ど

もの質問は、中国政府が伊藤忠の商権を利用して、

日本の対中外交に揺さぶりをかけてきた場合、ど

うするかという質問でありました。これは決して

大使の人格とか姿勢を疑っているのではなく、大
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使が中国に赴任されるに際しての決意表明を聞

きたくて質問したわけであります。 

私どもはテクニックとして、いささか先方の感

情を害することがあっても、あえて質問する場合

がございます。今後、中国でもこういう質問は

多々あると思いますので、そのレベルのことであ

まり感情的にならないほうがいいと思います。以

上です。 

 

司会 質問は。 

 

清水 その商権のことで。 

 

丹羽大使 感情的になったわけではございませ

んけれども、カッとしたことは間違いないですね。

（笑）そんなことは民間の場合もしょっちゅうご

ざいますから、別にそれほどのことではございま

せん。私はすぐ忘れるタイプですので、1 時間も

すればいまのお名前も忘れるでしょうし、質問の

内容も忘れると思いますけれども、そのようなこ

とは考えたこともございません。中国がそんな小

さなことで揺さぶりをかけるというようなこと

は考えられないですね。私がいままでおつき合い

しているトップの方をみる限り、そのように一企

業のものを利用して日中関係に揺さぶりをかけ

るなんていうことは、私の頭の中には全く存在し

ておりません。ないと思います。 

もしあるとしたらどうかということでござい

ますが、絶対にないと思っております。あれば私

は即座にいいます。即座に私なりの考えをそのト

ップの方に申しあげます。それは非常にジャステ

ィス、正義に反する。そういうことをお考えにな

れば、1000 年、2000 年のこれからの中国と日本

の関係を考えたら、そういう考えを持つことが、

私の価値観からいえば、信頼に足るものではない

ですね。そういうことを私が感じれば、これから

の交渉において、中国側にとって非常にマイナス

ですね。そういうことをはっきりと申しあげるつ

もりであります。私の価値観とかフィロソフィー

というものは、そういうところで揺らぐことは絶

対にありません。断言しておきます。 

 

西岡省二（毎日新聞） 大使館の運営についてう

かがいます。北京の大使館では数年前から、女性

が接客する飲食店への出入りを禁止しています。

禁止という厳しい規律を課しています。一方で館

員からは厳し過ぎるのではないかとか、中国人と

の交流が制限されるなどの意見も相次いでいる

と聞いています。これについて、大使はどのよう

なお考えか。 

 

丹羽大使 そのようなことを私も耳にしており

ます。実を申しあげますと、私もまだ赴任してお

りませんからわかりませんが、聞くところにより

ますと、大使館員の皆さんは大変不自由な生活を

しております。あそこへ出入りしちゃいかん、こ

こへ出入りしてはいけない、こういうことであれ

ば、ほとんど情報はすべて、変な言葉であります

が、中国側に伝わっているという中で生活をして

いるわけでありますから、非常に窮屈な生活をさ

れていることは間違いがないと思います。 

しかしながら、ああいう事件が起きたことも事

実でありますから、いま、ご指摘のようなことが

起きたのは事実です。おそらくそういうスパイ行

動とか、さまざまな盗聴の事故というのは起きて

おりますが、それは人間の社会である限り、何千

年と、変な言葉でありますが、金と女性でいろい

ろな間違いが起きております。そういうおそれの

あるところに大使館員が出入りをするというの

は、本人がいくらしっかりしていても、過去 2000

年にわたって、もちろん日中だけではなくて、日

本の国内においても、中国の国内においても、何

回も繰り返し、人間というのはくだらない動物で、

神様のようには生きられないわけであります。し

たがって、起きている。これからも起きるでしょ

う。 

したがって、“君子危きに近寄らず”というこ

とがございます。禁止をいたします。そういうと

ころへの出入りについては大使館員は禁止。私は

到着してすぐそれはいうつもりであります。つま

り、それは国に対して、国のいろいろな情報に対

して、多大な被害をもたらす可能性があるわけで

あります。それは公務員として、あるいは国家に

尽くす身として当然、いくら自分がしっかりして

いると思っても、過去の歴史をみると、必ず何千
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人か何百人に一人、間違いを起こしているわけで

すから、今回は、これから 10 年、20 年起きない

という保証はありません。したがって、そういう

ところには近づかないということにしたい。みん

なを近づけないで、自分だけ近づくということは

ございませんから、ご心配なく。（笑） 

 

黒岩祐治（個人会員） このたびはおめでとうご

ざいます。民間からの大使ということで、大きな

期待をしているところであります。 

大使とはつい先般、政府の科研費によります漢

方・鍼灸を活用した日本型医療創生という研究会

でご一緒させていただきました。その中でいろい

ろな問題点も浮き彫りになりました。中国がいま、

トラディショナル・チャイニーズ・メディスンと

いうものを世界の標準にしようということで大

攻勢をかけています。その中で日本が呆然として

いると、日本の漢方というものも廃れてしまうと

いう現状があって、日本も国家戦略的に漢方なり

そういうものを守っていかなければいけない、と

いうことが研究会の結論として、大使も一緒に共

有したところでありました。 

ところが、肝心の国家戦略局というものがどう

もなくなってしまいそうだというふうな状況で

す。大使が中国へ行かれて思う存分仕事をなさる

ためには、そのバックヤードといいますか、政権

が本当に戦略的に動くということがなければで

きないと思うのです。こういった選挙を通じた結

果による政権のいまの戦略部分を、どんなふうに

ご覧になっているか、見解をお聞かせいただきた

いと思います。 

 

丹羽大使 国全体としていろいろな問題を考え

る部分が、日本には昔から欠けているわけであり

ます。さっき申しあげたように、省を中心、省益

を中心の動きがますます出てくるだろうという

ことを大変危惧しておりますので、私は出かける

前に、さっき申しあげたように総理にお会いする

つもりでございます。省益の問題を含めて、国家

として、国として、コンバージェンスといいます

か、そういう施策をこれからどのようにおとりに

なるのかということを、お聞きするつもりであり

ます。 

これは経済界全般の問題でありますけれども、

いまや国家資本主義というのが、特に新興国を中

心に進んでおりまして、特にインフラですとか、

資源関係におきましては膨大なお金が必要とな

ります。一民間企業ではなかなか勝負に勝てない

という現象があちこちで起きております。 

そのときに、国としてどのような支援、バック

アップをするかということでありますが、お金の

支援というよりも、お互いに利害関係のある民間

企業をどのようにコンソーシアムを組んでやっ

ていくかという仕組みづくりに、やはり国として

関与をする必要が出てくるのではないか。全部で

はなくて、少なくとも大きな金が動く、1 兆です

とか、8,000 億とか、9,000 億とか、そういうよ

うなインフラですとか資源関係については、やは

り他国との競争というものがございますから、技

術のコンバージェンスをもって、国としての仕組

みをつくりあげるような方策をとっていく必要

があると思います。 

その辺のことも含めて、いま、黒岩さんがおっ

しゃったことはきちんと総理に申しあげたいと

思っておりますし、私も大使に赴任してから、政

権党とのコミュニケーションのルートというの

はきちんと持っていきたいと思っております。ま

た民間の方ができるだけたくさん――どうぞ皆

さん方も中国の大使館においでいただきまして、

中国の要人を必ず同席させるつもりでおります

ので、よく話し合いをしていただく。そして接点

を持っていただくということが、非常に大きな仕

事だと思っております。そういうことも含めまし

て、国内でいえないことも大使館へ来られると気

を許しておっしゃるという方もたくさんおられ

るので、そういうのも期待して、政権与党とのチ

ャネルは私は確保するつもりでおります。 

 

張茂森（台湾・自由時報） 1972 年、日中国交の

とき、日中共同声明に、台湾が中国の一部という

主張に対して、日本政府の立場は、それを理解し、

尊重するということですけれども、この点につい

て大使のお考えはどうでしょうか。 
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丹羽大使 日中の国交、1972 年に田中・毛沢東の

間で初めての共同声明が出されました。その中で、

いま、ご指摘のような表現が出されております。

それは中華人民共和国を唯一の合法的政府とし

て承認をするということと、もう一つは、領土は

不可分の一つとしての中華人民共和国の考えを

理解し、尊重するという二つが大きな発言でござ

いました。その後も鄧小平さんと福田赳夫さん、

平和友好条約、それから、江沢民さんと小渕さん、

日中共同計画、そして 2008 年の福田さんと胡錦

濤さんの日中共同声明、戦略的互恵関係、2010 年、

ことしの 5月に温家宝さんが来られまして、戦略

的互恵の一歩の前進ということで、東シナ海の問

題を進めるということで、7月 27 日、、あすから

局長級の東シナ海の白樺の投資、出資問題につい

て話し合いが始まると思います。そのうえで共同

開発の方向に向かう。その北のほうですね。 

1972 年の共同声明がすべてのベースになって

いるわけでございまして、その意味で、それ以後

も台湾との間も経済的には日本は何の支障もな

く推移してきていると思いますし、これからもこ

の共同声明の精神を尊重して、私もやっていきた

いと思いますし、日本の政府もそのように進める

ものと思っております。 

私も台湾にはたくさんの友人がおりまして、い

ろいろな問題につきましてもお話をするチャネ

ルもあります。しかしながら、基本的な考え方は、

いま申しあげた 1972 年の共同声明を尊重してい

きたいと思っています。 

 

内藤 茂（個人会員） 歴史認識に関する問題が、

やはり底流にいろいろわだかまりがあると思う

んです。まずそのエッセンスをうかがいたい。も

う一つ、もし各地を訪問される場合、南京とか重

慶とかいろいろあるわけですけれども、どの辺を

最初に訪問されて、どういうふうな事実をそこで

探ろうとされるか。 

 

丹羽大使 私も民間で 1972 年のころはアメリカ

に駐在しておりました。帰ってきて 1980 年ごろ

から中国にも何回も訪問しておりますし、たくさ

んの当時の省長クラス、書記の方も存じあげてお

ります。かなりおやめになった方もおられますし、

かなりうえのほうに上っている方もおられるわ

けであります。 

そういった知り合いの方々からお手紙をいた

だきました。早くおいでよ、と。特に東北 3省は、

胡錦濤さんと温家宝さんが東北振興政策を政権

につかれてすぐ発表されましたので、その翌年か

ら私は毎年のように、数十名連れては東北 3省を

回っております。東北 3省は、経済顧問をやって

いたこともありますし、北京もそうです、江蘇省

もそうです、南京もそうです。そういう関係もあ

って、一番最初に地方を回るというと、やはり東

北 3省かなと思っております。 

しかしながら、南京で遺棄化学兵器の処理の機

械が導入されて動き始めると思いますので、それ

はやはりお邪魔しなければいけないかな、と。も

う一つは、日本の経済界で最もお困りになってい

る部分もありまして、これは別に一企業云々では

なくて、これからの中国に経済進出するときに、

いろいろな障害みたいなものが少し出ておりま

すので、私、そこの経済顧問をやっておりました

ので、初期に一回お会いして、もう少し何か考え

たらどうなの、と。1000 年、2000 年の話からＦ

ＴＡの話をして、少し考えてくださいよというよ

うなところも、割と順番からいうと早目に行く必

要がある。 

それからもう一つは、両陛下に申しあげたよう

に、辺境というのはおかしいのですが、ある意味

で、言葉遣いを間違うといけませんが、日本人に

会ったことがない方は下流の人々が多いわけで

すね。その人たちが教科書だけの情報で大人にな

ったときに、やはりかなり日本に対して偏見をお

持ちになる可能性がある。ですから、できるだけ

そういう小学校、中学校、あるいは大学の講演と

か、その辺に次は力を注ぎたい。つまり西側とか、

あるいは南の奥のほうとか、そういう地方のほう

を中心に回りたい。Ａ型、Ｂ型の肝炎のワクチン

も打ちましたので、都会はいいんですけれども、

そういう田舎を少し回る必要があるかなと思っ

ています。 

歴史認識につきましては、1972 年の田中・毛沢東

の精神というものに変わりはありません。私もそ

う思います。やはり第二次大戦のときに多大なる
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被害を与えたということについて、厳しく反省を

して、心からおわびを申しあげるという認識は変

わっておりません。 

 

三宅久之（個人会員） 私は、民主党政権として

は初めてあなたの人事はいい人事だということ

で、テレビでも大変評価いたしました。お目にか

かるのは初めてでありますが、あなたが日本のメ

ディアにいろいろ書かれているコラムなどを拝

見しまして、日本の財界人としては珍しく優秀な

人がいるなと思って、特に東京新聞に書かれた民

主党は”成権政党”であるというのは、私はコピ

ーして民主党の閣僚を含めて何人かによく読め

といって渡しました。 

大使として赴任されて、総理大臣なんかにいろ

いろ意見具申をされることがあるのでしょうけ

れども、日本の外務省というのは、いまご指摘の

ように、省益の塊のような省でございますので、

都合の悪いことは握りつぶすということは、これ

までも民間人大使の場合はしばしばあったわけ

であります。ですから、どのメディアでもいいの

ですけれども、日本のメディアに時々寄稿されま

して、自分はこう考えているというようなことを

発表されることを、ぜひお勧めしたいと思って発

言いたしました。 

 

丹羽大使 ありがとうございます。実は民主党の

幹部の方にお会いしましたとき、私が非常に不都

合なことは、民間からみて常識のことが官僚の世

界、外務省で非常識、こちらの非常識があなたの

党の常識になっているということが多々あるよ

うに思う、と。私はいま、人づてに聞いた話ばか

りですけれども、実際に行ってみて本当にそうで

あれば、あなたに一報します、手紙を出しますか

ら、ぜひ改良してくださいと、その方に申しあげ

ました。その方は、いやいや丹羽さん、私にいわ

なくてもいいから、いま三宅さんがおっしゃるよ

うに、メディアに直接発表してください、そのほ

うが影響力があると思いますとおっしゃいまし

たです。よく実態をみきわめまして、必要があれ

ば、どうせどっちからもぶったたかれることでし

ょうから、やってみようかと思います。ありがと

うございます。 

 

牧野義司（個人会員） こういうグローバルの時

代、マーケットの時代、スピードの時代に、新興

アジアは地殻変動を起こして新しいいろいろな

動きをしています。そういう意味で、職業外交官

とは違う目線で、経済人として大使になられたの

は非常に大事なことなので、日本の立場からみて

も、世界の成長センターのアジアの近くにいるこ

とはチャンスだという意味で、いろいろ大使とし

てもやられたらいいと思います。 

少しお聞きしたいのは、2 番目におっしゃった

アジアのＦＴＡの絡みの話ですけれども、丹羽さ

んがＮＰＯのＪ－ＰＡＯという、これはプロの農

業人をサポートする民間企業、経済人の人たちの

集まりですが、そこの理事長をやっておられた。

確かにＦＴＡでは日本が東アジアの中で一番出

おくれていると思います。最大のネックというの

は、日本農業をどうするかというところがポイン

トなんですけれども、これをどうするのか。農業

についてどう感じているのか。 

 

丹羽大使 ＦＴＡがいままでほとんど進まなか

ったのは、まさにご指摘のように、国内問題、農

業問題に帰着するわけであります。日本の農業は

何のために政策を続けてきたのかということも

全く不明であります。日本の農業のビジョンとい

うのは一体何なのか。いまだにわかりません。日

本農業の国際競争力を強める、それを目標にしな

ければいけません。 

国際競争力を強める農業とは何か。日本の農業

の根幹は水田、米です。そのために過去いろいろ

な政策が打たれてきました。生産減反をして、で

きるだけ米の価格を上げる。そして農民の所得を

ふやす。全く逆だと思います。それは国民という

ものを全く忘れております。あるいは国際競争力

というものを忘れております。すべてが守りです。

いかにして米を外国の攻勢から守るかという一

点にあるわけであります。それが 1960 年からも

う 50 年近くなったときに、一体、日本の農業の

姿はどうなったか。惨たんたるものです。 

それはもちろん労働力の変化があります。農民
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の数は多分 79％減りました。あるいは農家の戸数

も 50％減りました。そのようなことは、これは工

業化と同時に進むのは当然のことでありますか

ら、あえて問わないにしても、それにしても、い

まの高関税をすべて米のせいにする、農業のせい

にするというのは、全く間違っているだろう。つ

まり、皆さん方にもご検証いただきたいのであり

ますが、1kg 当たりのお米のコストは一体いくら

なのか。15ha 以上になりますと、1kg160 円ちょ

っとであります。ところが、0.5ha になりますと、

420 円ぐらいになります。つまり、それほど小さ

な農場でつくるのと大農場でつくるのではコス

トに大きな差があります。 

それでは、1kg160 円というのはどのようなもの

かといいますと、北京で我々が精米をして売って

いるのが 110 円ぐらいです。そして、おそらく元

高という動きはもうとめられないと思います。こ

ういうことを大使がいうのは問題がありますが、

個人的にみますと、いずれ数年のうちに大体 1ド

ルは4～5元にならざるを得ないだろう。それは、

中国の輸出競争力がおそらく落ちてくると思い

ます。それは給料が上がってくるからですね。そ

れからまた、人口の問題もあります。そういうこ

とから、おそらく 4～5 元になるだろう。そうす

ると、米のコストも上がるぞ、と。日本へ輸出す

るコストが上がりますから、1kg160 円で十分戦え

るのではないか。 

ただ、10ha 以上の農場は、いま、日本で農家の

数が 250 万人かそこらだと思いますが、その農家

の数からいいますと、3 万 6,000 戸ぐらいしかな

いのです。252 万のうちですよ。1.7％ぐらいしか

ないのですね。したがって、米の競争力をつける

ためには、できるだけ大農場営法というものをと

らなければいけない。そうしないと、0.5ha がい

ま、日本の農家の 4 割占めています。1ha になる

と 60～70％です。それは米には適さない。むしろ

野菜とか果物とか、付加価値の高いものでやって

いくというような方向をとらなければいけない。 

それをいま、一律に北から南まで同じ農業政策

なのですね。だから、専業農家というものでお米

を中心にやっておられる方の農業保護。そうでは

ない兼業農家というのは、農業以外の所得がもう

95％ぐらいになっているのです。農業の所得はわ

ずか 5％とか 7％。そういうところと同じ農業政

策をとっているという、これは愚策だと私は思い

ます。これを一刻も早く改めるべきである。そし

て、農業を専業でやっているところの、10ha 以上、

15ha 以上で国際競争力をつけて輸出をする。いま、

中国の 4％の富裕層――4％といっても 5,000～

6,000 万人になりますが、この富裕層の方々が資

産の 7割を中国で持っている。その方々が中国の

野菜、お米を買わない。日本のものを買う。2倍、

3 倍の値段でもいい。安全・安心が先であるとい

うことなのですね。私どもも中国に行ったとき、

本当に中国の野菜は大丈夫かなとまず思うんで

すよね。 

そういうことを考えますと、国民が少し豊かに

なると、安心・安全を求めるのですよ。そうなる

と、日本のお米というのは決して捨てたものでは

ないですよ。もう少し反収のいい稲の開発、ある

いは機械の開発をやれば、必ず競争力があるので

はないか。輸出できるのではないか。 

となると、ＦＴＡはそれほど怖がる必要はない。

ＦＴＡというのは全部丸裸になることではない

のです。これはだめよというのは、やはりきちん

とどの国も残しているわけですから。ただ、778％

のような高関税のお米がなぜ必要なのだという

ことでありましょうから、その辺のところはもう

一度検証をする必要がある。本当に日本の農業が

ＦＴＡのネックなのかどうか。私はそうではない

と思うのです。その辺のところを、今週は農水大

臣にお会いしますから、いうつもりです。 

私は農業をつぶせといっていないのですよ。農

業というのは国の宝ですから、やはりそれは国民

の保険料として長い目でみて、当然のことながら

農業を保護しなければいけません。しかし、どう

いう形で保護するかというのが、根本的に間違っ

ているのではないか。1 兆円もかけて減反をして

農家補償を出すなんていうのは、本当に愚策だと

私は思っています。1 兆円あれば、いま、私がい

ったことで十分、農家の保護はそれ以下でできる

と思う。だから、もちろん農業保護はするにして

も、もう一度根本的に考え直す。そして、日本の

農業の国際競争力をつけるんだというふうに転

換をする必要があると思うのです。そこのところ

をＦＴＡ推進の場合に、国内問題としてまず学者
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の方も集まって、選挙目当ての農業政策ではなく

て、本当に日本のこれからの国民の生活の安定、

安心のためにどうしたらいいかという視点で、一

度考えてみる必要があるかと思っております。 

 

八木恭平（個人会員） 質問ではなくて提言です

が、先ほど文化交流ということをいわれましたけ

れども、歌舞伎とか人形浄瑠璃を向こうに招いて、

向こうの農村からぐるぐる回るというのは非常

にいいことではないかと思うのです。というのは、

私、イギリスにおりましたとき、人形浄瑠璃を向

こうのあれが呼んだら、涙を流してくれたんです

よね。日本人の考え方というのを、そういうこと

から感じてくれるのではないかと思いますので、

提案させていただきます。 

 

丹羽大使 ありがとうございます。私、そういう

文化交流につきまして、皇太子殿下とちょっとお

話をする機会がありまして申しあげたこともあ

ります。そういう草の根的な文化交流というのは、

さっき申しあげたかもしれませんが、ビジュアル

でなければいけませんよね。目にみえる形で日本

の文化というものを中国の国民に知らせること

が大事です。 

中国の国民の圧倒的多数は日本のことを全く

ご存じないということですので、私は大相撲はぜ

ひ実行したい。いまはちょっとまずいのですけれ

ども、（笑）それは長い目でみれば、あれが契機

になっていろいろよくなると思います。そういう

ときは、ぜひ大相撲を持っていきます。前回、北

京へ行ったときは、熱狂的な歓迎だったんですね。

私はモンゴルばかりではなくて、なぜ中国人の相

撲取りが出ないのかというのは非常に不思議に

……。13 億もいたら、日本の 10 倍ぐらい太った

人がいるのではないか。（笑）相撲というのは中

国では嫌われているのか？ その割には大変に

熱狂的なファンがいたわけですね。裸になってあ

あいうふうにやるということが、中国では好まし

くないのですかね。私、よくわかりませんので、

一度話を聞いてみたい。 

日本舞踊もそうですね。歌舞伎もそうですね。

中国と日本の文化というのは、何千年の中で結構

深いつながりがあるのですね。私もびっくりしま

したけれども、絵の具にしても、同じ赤にしても、

日本では 300 種類ぐらいの赤があるとか、そうい

うものはないのですよ。例えば水墨画とか書道と

か、いろいろ交流の余地はいっぱいあると思いま

す。ぜひその節はまた皆様方のご協力も得たいと

思います。 

 

司会 ありがとうございました。大使にもう一度

拍手をお願いいたします。（拍手）会見が始まる

前に大使に記帳していただきましたので、ちょっ

と紹介させていただきます。「克己」という言葉

を書かれました。 

 

丹羽 済みません、汚い字で。こんな程度でござ

いますが。 

 

司会 大使に記者クラブから記念品を贈って終

わりにします。 

 

丹羽大使 ありがとうございます。（拍手） 

 

（文責･編集部） 


